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学校教育目標「夢いっぱい 笑顔いっぱい 元気あふれる横田っ子」

９月２９日（木）元気米の稲刈りが
行われました。気持ちよい秋空の下、
村上和男さんからご指導いただきなが
ら、作業に取り組みました。今年度の
５年生は、５名です。５年生児童のお家の方、地域の方のご協力、
本当にありがとうございました。
地域コーディネーター白川 光一さんが作って下さった今年の

かかしは「ウルトラマン」です。左の写真は、作業が終わってウ
ルトラマンと一緒に記念撮影した写真です。
来月には、元気米（もち米）を川の駅で販売予定です。次号の

校報で詳細をお知らせしますのでよろしくお願いいたします。

曜 １０月 行事予定
日 日

19 水 クラブ 健康の日
校外学習（４年）

20 木 職員会議 さつまいも堀り
９月２１日（水）に５年生が、 21 金 防災学習（６年）漢字レース
全校児童に ICT を活用して、宿 24 月 委員会
泊学習の報告会を行いました。 25 火 音楽朝会 スクールカウンセラ
宿泊学習は、７月５日（火）～ ー来校 ALT
６日（水）に県立野外活動セン 27 木 音楽会 お弁当の日
ター（広田）で行いました。海 28 金 計算レース
釣りをしたり、いかだ体験をし 31 月 校外学習（４年）スクールカウ
たりと充実した学習活動でした。 ンセラー来校

友だちと一緒に作ったカレーは、 １１月 行事予定
とても美味しかったようです。一人一人がよく考え行動し、 1 火 全校朝会
友だちと協力することの楽しさとすばらしさを感じることが 2 水 はまゆり号
できたようです。自分で作ったフォトスタンドをお土産に、 3 木 文化の日
笑顔いっぱいの宿泊学習でした。 5 土 市民芸術祭展示

代表児童の作品が展示されています。

５日（土）６日（日）９時～１７時

７日（月） ９時～１５時

陸前高田市コミュニティホールにて

９月７日（水）２年生が生活科の学習で給食センターと市立図
書館へ行ってきました。給食センターでは、調理する様子を上か
ら見せていただきました、市内小学校・中学校の児童生徒の給食
をつくる鍋の大きさや材料の多さに驚きました。その後は、市立
図書館へ。自分の図書カードで本を借りることができました。是
非、今度はお家の方と一緒に市立図書館に行ってみて下さいね。

９月１３日（火）２．３年生が県立高田高校へ行
って水産加工体験をしてきました。まず、大きくて
きれいな校舎に驚いた子どもたちです。高校生のお
兄さん、お姉さんたちから「かまぼこができるまで」
を説明していただき、実際にかまぼこづくりに挑戦。

何度も力強くこねるのに悪戦
苦闘していましたが、優しい
お兄さん、お姉さんに手伝っていただき、いよいよかまぼこ
板の上で成形です。かまぼこが蒸し上がる間、船の操作を体
験したり、海の生き物たちとふれあったり、ロープの結び方
を学んだりと充実した体験学習でした。帰りには、素敵な
キーホルダーのお土産と自分が作ったかまぼこをいただき
ました。「高田高校に入りたいな。」というつぶやきも聞こ
えました。

９月２２日（木）３年生が社会科見学でマイヤ高田店へ行ってきました。お店の
工夫を見たり、質問したりして学習しました。バックヤードにも入れていただき、
実際に肉を切ったり、値段を付けたり、パックに詰めたりするところも見せていた
だきました。昔は、手作業だった仕事が、機械化されていることを知り、便利さを
実感した子どもたちでした。３００円の買い物体験も行いました。帰校すると、買
った品物を笑顔で見せてくれました。買い物も子どもたちにとって、とてもよい勉強です。

９月７日（金）４年生でブラッシュア
ップ授業が行われました。これは、沿岸
南部教育事務所の事業で、大船渡、釜石、
住田、陸前高田の先生方の代表がチーム
を作り、授業をよりよいものにしようと協議、実践し、他校に授業改善を広げてい
く事業です。このチームの代表として、本校の木下教諭が、国語の授業を行いまし
た。物語文「プラタナスの木」が教材です。４年生児童は、積極的に発言し、どん
どん力を高めています。

９月２７日（火）前復興局長の
菅野 誠さんをゲストテーチャー
にお招きして、お話を伺いました。

今回も、前回に引き続き地域コーディネーターの白川 光一さんが、ゲストテーチャー
と学校をつないで下さいました。東日本大震災の被害の様子とともにこれからのまちづ
くりについて教えていただき、考えました。今週は、東日本大震災津波伝承館へ行って
更に学習を深める予定です。

先週の土曜日に学習発表会が行われました。次号では、その様子をお伝えします。ご来場いただきました皆

様、感想をいただきますようよろしくお願いいたします。感想は、来年度に生かして参ります。また、前号でお伝え

しましたボランテイアの募集はいつでも行っておりますので、ご協力の程、よろしくお願いいたします。


